
～庄川・明治時代の構造物を確認～
庄川・新川開削工事時の堤防護岸を確認しました
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庄川は、以前は小矢部川に合流する河川でしたが、明治３３年から大正元年にか
けて、庄川と小矢部川の河口を分流する工事（新川開削）が行われたという歴史が
あります（別紙参照）。
現在、庄川では耐震対策工事が実施されていますが、その工事に伴う掘削に伴
い、当時の構造物が確認されました。現在ではコンクリートを用いる部分に木材が
用いられているなど、当時の土木技術を知る上でも貴重なものとなっています。
今回の工事に伴い撤去することとなりますが、7月8日（月）から7月19日（金）［土
日・祝日は除く］の間は、当時の施工されたままの状態で確認することが出来ます。
工事期間中のため、現地見学については、下記までお問い合わせ下さい。また、
希望者には、７月18日（木）の13:00～14:00に現地説明会を実施します（雨天順
延）。現地説明会に参加を希望される方は７月16日（火）までに、別紙に記載の上、
下記までFAXで申し込んで下さい。

現地で確認できる構造物現地で確認された構造物（既に撤去済みの部分）
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新川開削 延長約４ｋｍ

別紙

庄川・小矢部川の分流（明治３３年～大正元年）

今回確認された現場の位置図

今回確認された部分
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確認された現場

新庄川橋

牧野大橋
庄川

内川流域揚水機場

見学出来る箇所（見学できる範
囲は時期によって異なります）



FAX送信先 ０７６－４４３－４７１６

メール送信先 mocty01@mbd.sphere.ne.jp
電話番号 ０７６－４４３－４７１５

北陸地方整備局 富山河川国道事務所

調査第一課 行

庄 川 現 地 説 明 会

日時：平成２５年７月１８日（木）13:00～ 14:00
（雨天順延、中止の場合は、当日 12:00までにご連絡いたします）

場所：庄川右岸河川敷（高岡市上牧野地先［牧野大橋下流側］）

参 加 申 込 書

会 社 名 名 前 連絡先 TEL
（確実に連絡が取れるもの）

※参加お申し込みにより得た個人情報は、適切に管理いたします。

※ FAX での申し込みを基本といたしますが、対応が難しい場合には、メール、電話での
受付も行います。

※現地説明会会場においては、足下が悪い状況も考えられますので、参加される場合は、

長靴等での来場をおすすめします。また、ヘルメットについては必要ありません。



集合場所への地図

現地見学会については、現地集合でお願いします。

集合場所は、下記地図の場所とします（牧野大橋［建設中］の下流側）。堤防の天端に

工事説明用の看板が立てられていますので、その看板の前と致します。

工事説明用の看板

集合場所

牧野大橋（建設中）


